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ア フ リカにおける島嶼海運の現状

　前回 て はア プ リ力大陸内陸部の水上交

通 の 現 状に つ い て 　特に 河川交通 に つ い

て現 伏をこ 報告い た し ま した か 、今回 は

内陸か ら少 し離れて、珍 しい 島の海上交

通 につ い て こ 紹介 したい と思 い ま す。

　紹 介す る島は 「サ ン シ ハ ル 」て す 。 正

式には タ ンサ ニ ア連合共和 国 の
一
部て す

か、］964 年 にア プ リ力大陸の タン 力ニ

ー
カ と 沿 岸の 島 て あ る サ ン シ ハ ル か 合邦

し　タ ン サニ ア 連合 とな り ま した。サ ン

シ 八ル は 自冶共和国 て タ ン サ ニ ア本土東

岸 冲合い 70km に位 置 す るサ ン シ 八 ル 島

（約 3300km2 ＝
！中縄の 約 15 倍） とヘ

ン 八島 〔約 1500km2 ）か らなる 島嶼国

て 　 人 口 は約 95 万 人 て す。

　サン シ 八 ル は かつ て 象牙、奴隷貿易 等

の イ ン ト洋の 中継地自と して 　ま た丁 子

の 輸出て 栄えま した。独立 後も 1970 年

代まて 丁 子の 輸出か盛ん て、小国 な b ら

円 借款h・供与される まて となりま した 。

こ の 時期 1979 年及 ひ 80 年 に わ か 国 か

らタ ン サニ ア本土とサン シ 八 ル を結ふ タ

ン カ
ー

及 ひ貨客船か円 借款て 提供されて

い ま す 。現 在は
一

人当た り GDP200 ト

ル 程度て 農業 と零細 角業を中心と した 極

貧国て すか、2000 年 にサン シ 八 ルの ス

ト
ー

ン タ ウ ン か 世界 遺 産 に 登 録 さ れ、観

光地と して 欧州を中心 と した旅 客 の 、王 目

撫 蹠 麟 驫

を集めて います。

　 こ の た め、現 在 て は タ ルエ ス サ ラム か

ら高速貨客胎 の サ
ー

ピス か 始ま る な と、

近代的な 海上 輸送 か整 備され つ つ あ りま

すか、運 賃か高価な た め 　任 民 の生 盾 物

資の 輸送 　移 動は伝 統 的 な木 造タ ウ船 に

未た に依存 して い ます 。 タ ウ船は 時に 自

勤車 も 運 ひ 、週槓 載 て 沈 没等 の 事 故も 起

きて い る よ うて す。

　この ような背景 から、ザン シ ハル て は

老朽 化 し た貨 客船 と 海 上 事故 に 対 応 する

船舶 の 整 備な とか今後 の 課題 とな っ て い

ま すか 本土タ ン サ ニ アの 整備 に比へ て

輸送 イ ン フ ラの 整備 は遅 れ気 味 の よ うて

す。今後 は　 これ ら船 舶の代替 等の 国 際

協力 か期待され て い ます。

　前 号 （SRG 　 News72 号 ）て こ紹介 し

た ア プ リ力内 陸水 運 の 現 伏 は　平 成 17 、

18 年度 に 海洋 政 策 研 究 財 団か 競 艇 交 付

全に よる 日本 財 団 の助 成 全によ り実施 し

た 「シ ン プル シ ノ プの 。殳計に 関す る 。周査」

の
一

部 を、毎外 協 力室 か 担 当 した も の て あ

D　財団の こ厚 盲に よ り紹介い た しま し

た。

　説 明 不足 か あ りま した こ と を こ こ に お

詫ひ いた します。

　　　　　　　　　（海外協力室　仲條）

タ ウ船の 船着場 貨客船 （0 ロA に よ る 供与）
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